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中間貯蔵施設で国の住民説明会
国
が
大
熊
町
と
双
葉
町
に
整
備

を
要
請
し
て
い
る
除
染
廃
棄
物
の

中
間
貯
蔵
施
設
に
関
す
る
住
民
説

明
会
が
５
月
31
日
か
ら
６
月
15
日

ま
で
、
県
内
外
で
16
回
に
わ
た
っ

て
開
か
れ
ま
し
た
。

各
会
場
で
は
環
境
省
、復
興
庁
、

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
な
ど
の
担
当

者
に
対
し
、
両
町
の
住
民
か
ら
施

設
の
安
全
性
や
補
償
な
ど
に
関

し
、
様
々
な
疑
問
や
意
見
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

渡
辺
利
綱
町
長
は
６
月
15
日
に

郡
山
市
で
開
か
れ
た
説
明
会
の
終

了
後
、
伊
沢
史
朗
双
葉
町
長
と
と

も
に
報
道
陣
の
質
問
に
答
え
、
具

体
的
回
答
が
な
く
不
満
が
残
る
説

明
会
だ
っ
た
と
の
見
解
を
示
し
、

現
段
階
で
施
設
受
け
入
れ
の
是
非

を
判
断
す
る
状
況
に
な
い
考
え
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
再
度
の
説

明
会
開
催
を
含
め
た
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
、
県
を
交
え
て
両
町
で

協
議
し
て
い
く
考
え
も
示
し
ま
し

た
。今

回
、
住
民
説
明
会
に
寄
せ
ら

れ
た
主
な
質
疑
内
容
を
紹
介
し
ま

す
。説

明
会
で
配
ら
れ
た
２
種
類
の

資
料
は
今
号
に
同
封
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

安全というなら市町村ごとに整備すればいいのでは
ないか。

汚染土壌を除去し、人の住むところから放射性物質
を遠ざけるのが除染であり、現在、分散させて仮置

きしている。仮置きの次の段階として中間貯蔵がある。
県内で多くの廃棄物が発生しており、集めても放射線量
が高くなる恐れはない。一方で隔離して一カ所で貯蔵し
ておく必要はある。

土地を30年間貸し、一括で借地料を支払ってもら
う選択肢は考えられないか。

難しい面としては民法上、土地の賃貸借契約の期間
の上限が20年であること。30年の間に契約の更新

手続きが生じる。更新を認めてもらえないと、施設の安
全性を失うことになる。

本当に30年以内に県外で最終処分するのか。

最終処分場の場所は残念ながらまだ決まっていな
い。減容化の技術などについて30年かけて研究し

ていく考えで、現時点では30年で県外最終処分を完了さ
せるべく努力していくとしか言えない。この間に様々な
技術開発を行い、最終処分への道筋をつけたい。

法制化はいつ行うのか。

法制化してから両町に対し受け入れ要請を行った場
合、建設ありきとなってしまい、地元の感情を踏み

にじることとなってしまう。受け入れとセットで法制化
を行いたい。

法律はいくらでも改正できる。国の言うことは信じ
られない。

国会は国の最高の意思決定機関であり、法制化は国
ができる最高の約束の手段である。

大臣はなぜ来ないのか。

今回は事業の説明であり、実務者として中間貯蔵施
設の詳細を一番よく理解している、関係省庁の責任

者が対応している。

両町の受入れ是非の判断はどういう手続きで行われ
ているのか、住民はどう関われるのか。

今回の説明会で町民の意見を把握することが第一ス
テップであり、町はそれを元に受け入れの是非を判

断されるのだと思っている。また、最終的には用地の取
得で地権者の了解が必要。

土地の賃貸借は行うということでいいのか。

賃貸借を含め様々な選択肢を検討中。現段階で行う
かどうかは明確に示せない。

具体的な回答がまったくない中、こちらに対して要
望ばかりというのはどういうことか。

現時点で言えることを可能な限り回答しており、不
明確なことを無責任に発言することはできない。

配置図のうち、何も色がついていない地域はどうな
るのか。候補地内に土地、建物を借りて住んでいた

場合はどうなるか。

候補地内の土地はすべて国で買い取りたいと考えて
いる。ただし、原子力発電所は対象外。候補地内の

借地及び借家については、その権利について補償する。
個々の事情によって補償は異なるため、個別に相談させ
ていただきたい。

施設を双葉町と大熊町に集約した理由は何か。

土壌を安全かつ集中的に管理するため、一箇所に集
めることが適当と考えている。線量の高い地域に大

量の汚染土壌が発生する。その地域に近い場所で、地質・
地層を調査の上、候補地を選んだ。

６号線の西側に居住する住民のことも考えて、候補
地の範囲を広げてほしい。

施設の範囲は必要最小限というのが原則。どこかで
境界は生じざるを得ない。

国が責任をもってやらなければならないのに、管理
運営を別の組織に任せるのはおかしい。

専門性を有する組織を活用し、施設の安全性を確保
することが目的であり、国が責任をもって管理運営

する。
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主
な

質
疑
応
答

▲多くの町民が質問や意見を述べた住民説明会

平成27年１月に搬入開始としているが、結果あり
きの説明会なのか。

16平方キロメートルという広大な用地の取得は一
気にはできないため、段階的に用地を取得しながら

工事を進めていく予定。全てを１月までに終えるわけで
はない。

施設は30年しか耐えられない設計なのか。

決してそうではなく、しっかりした構造物である。

用地の補償は震災前に比べ 100％の価値となるの
か。

交渉はあくまで相対の話になる。土地や建物、動産
の価値を調査しないと示せない。

交付金は無意味。補償の上積みや全町民に対する補
償などに充ててほしい。

補償の上積みなどには充てられないが、生活に直結
することに使うこともできる設計としたい。例えば

被災者が集うイベントへの交通費などが考えられる。町
民の方からご意見をいただきつつ、町と一緒に考えたい。

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A
県外の指定廃棄物も搬入されないか。どう管理する
のか。万一持ち込まれた場合、業者への罰則はあるか。

一切搬入されないよう、国が責任をもって管理する。
現在も国は、汚染土壌の運搬について指導監督をし

ている。8,000ベクレルを超える汚染物は、国に対しても
連絡があり、運び込む仮置き場を管理している。不適切
な対応をした業者に対する罰則もあり、法律できちんと
管理しているので、県外のものが搬入されることはない。

汚染土壌等の搬入に、どの程度の時間がかかるのか。

搬入完了まで何年かかるか、何台のトラックが必要
かなどについて、現時点では試算できていない。今

後精度を上げて検討していく。

Q

Q

A

A

生活再生、地域振興のための自由度の高い交付金と
は、具体的に何か。

交付金については、他省庁の交付金も活用した上で、
それでもなお中間貯蔵施設ができた場合の悪影響が

生じる場合、それをリカバーするような形の交付金とし
たい。用途を厳しく限定するつもりはない。

大熊町、双葉町は基本的には全部買い上げの姿勢で
いいと思うが。

町を分断すべきできないというご意見はもっともで
あり、行政区内で分断されるところもある。ただ、

どこかでは境界線は出てくるもの。ご理解いただくしか
ない。

Q

Q

A

A

帰還までの年数を具体的に答えてほしい。

今現在、明確に回答できない。

最後まで反対する人がいたら、行政代執行（強制執
行）するのか。

施設の受け入れも決まっていないため、今のところ
は想定していない。とにかく頭を下げて丁寧に説明

させていただきご理解していただくしかない。

土地が売却された場合でも現在の住民票はそのまま
にしておくことができるようにしてほしい。

住民票をそのままにしておくことができないか、総
務省をはじめ政府内で検討している。

原発敷地の廃棄物は搬入されるのか。

一切搬入されない。

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A



町の
うごき
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▲植樹を行う関係者

新たに４人の復興支援員

避難先のコミュニティ支援や広報活動に当たる

大熊町復興支援員に、新たに４人が加わりました。

すでに活動を始めている３人と合わせ、支援員は

７人となりました。

支援員に仲間入りしたのは、避難者コミュニ

ティ復興支援担当の牟田麻起子さん（29）、冨岡

亜紀さん（31）、広報担当の河手恵美子さん（31）、

山之内瑞希さん（19）。牟田さんは埼玉県浦和市、

冨岡さんはいわき市を拠点にそれぞれ町民コミュ

ニティの構築の支援に当たります。河手さんと山

之内さんは会津若松市を拠点に情報発信の強化に

努めます。

４人は６月９日、町役場会津若松出張所で鈴木

茂副町長から委嘱状を受けました。

牟田さんは「町民の町を愛する心をつなぎ、復

興への機運を広げたい」、冨岡さんは「たくさん

の人と話し、その思いをしっかり引き出したい」、

河手さんは「町民の不安が少しでも取り除かれ、

心安らぐ時間が増えるよう努力したい」、山之内

さんは「皆さんが笑顔になれるような情報発信を

していきたい」とそれぞれ抱負を述べました。

会津若松市の謹教小で５月30日、児童絵画交

流展記念植樹式が行われました。

平成24年10月に開かれた「児童絵画交流展」

を縁に、東大阪市、大熊町、会津若松市が交流を

通して芽生えた「感謝・思いやり」の心を強く育

むため、４月の東大阪市に続いて会津若松市、大

熊町において開催されたものです。

渡部正勝町社会福祉協議会長があいさつし、鈴

木茂副町長が祝辞を述べました。東大阪市が梅１

本、大熊町と町社会福祉協議会、会津若松市、同

市社会福祉協議会、謹教小学校緑の少年団がそれ

ぞれ植樹しました。

同日、大熊町役場前の公園にも梅とソメイヨシ

ノ１本ずつを植えました。

記念植樹には東日本大震災からの一日も早い復

興と、子供たちの将来、地域の方々の助け合いの

心がさらに広がることを願う思いが込められてい

ます。

▲委嘱状を受ける復興支援員の４人

児童絵画交流展記念植樹式が行われました

牟田　麻起子
さん

冨岡　亜紀
さん

河手　恵美子
さん

山之内　瑞希
さん



町民の
ひろば

健康で楽しく働ける、豊かなまちをつくりましょう。
みんなで助けあい、明るいまちをつくりましょう。
きまりを守り、平和な住みよいまちをつくりましょう。
自然を愛し、きれいなまちをつくりましょう。
進んで学び、香り高い文化のまちをつくりましょう。

町
民
憲
章
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平成26年度春季大熊町長杯パークゴルフ大会は６月６
日、北塩原村のグランデコリゾート・パークゴルフ場で開
かれ、町民80人がはつらつとプレーしました。

男子49人、女子31人が出場し、27ホールを回ってスコ
アを競いました。心配されていた雨も降らず、会場には選
手の歓声が広がっていました。いわき市や会津若松市をは
じめ県内外に避難している町民が集い、プレーを楽しむと
ともに故郷の絆を確かめ合い、交流を深めていました。

競技開始に先立ち、渡辺利綱町長と千葉幸生町議会議長
が始球式を行い、豪快なスイングを披露しました。

茨城県内の避難者コミュニティ「積小為大の会」と会
津の借り上げ住宅避難者コミュニティ「おおくま町会津
会」の初めての懇談会が６月14日、会津若松市のおおく
まサロン「ゆっくりすっぺ」で開かれました。

この交流会は「NHK歳末たすけあい」の助成を受けて
開催され、茨城県から13人、会津から14人が参加しま
した。お弁当、すいとん、会津美里町産のトマトなどの
昼食を楽しみました。懐かしい人との対面もあり、終始
なごやかな交流会になりました。
「積小為大の会」の浅野秀蔵さんは「これからもこのような交流を続けていきたい。また、様々な

ところで発足しているコミュニティとふれあう機会をつくりたい」と述べ、おおくま町会津会の代
表阿部淳平さんも「短い時間だったがいい交流ができた。別の自治会ともこのような交流を深めて
いきたい」と語りました。

和やかに懇談する参加者

「積小為大の会」と「おおくま町会津会」初の懇談会

はつらつと町長杯パークゴルフ大会

始球式を行う渡辺町長（左）と千葉議長

競技と交流を楽しんだ出場者
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元双葉高教諭の吉田信雄さん
（77）はこのほど、初の歌集「故
郷喪失」を発刊しました。

吉田さんは高校の英語教諭を
退職後、「青白き光」で知られる故・
佐藤祐禎さんの勧めで短歌を始
め、佐藤さんの指導を受けながら
15年余りにわたって創作に取り組
んできました。収められた作品は
300首に上ります。東日本大震災
と福島第一原発事故で避難を余儀なくされた中で、被災
当時の衝撃、厳しい避難暮らし、故郷や家族への思い
などをうたっています。震災前の作品も紹介しています。

吉田さんは「最初で最後の歌集と思って発表しました」
と話しています。

歌集に関するお問い合わせは大熊町役場会津若松出
張所総務課　☎0120-26-3844まで。

大熊町民生児童委員
を長年務めた八巻良子さ
ん（72）はこのほど、厚
生労働大臣表彰を受け
ました。八巻さんは平成
４年から昨年11月まで７
期21年にわたって民生児

童委員を務め、東日本大震災と福島第一原発事故に伴
う避難後も、会津若松市内の仮設住宅などで町民の安
全な生活を見守りました。

６月10日、町役場会津若松出張所で渡辺利綱町長
から表彰状が伝達されました。八巻さんは「皆さんの
力添えのおかげで、なんとか務めることができました」
と感謝しました。

会津若松市の大熊町役場会津若松出張
所前で毎朝、交通整理のボランティア活動
を行っている赤井光清さん（78）が同市青
少年育成市民会議の「あいづっこ宣言表彰」
を受けました。

赤井さんは出張所前の横断歩道で平日
の午前７時から８時30分まで交通整理を
行い、鶴城小児童や町職員、市民の安全
な通勤、通学を見守っています。同市に避
難後３年余りにわたり、雨の日も雪の日も
続けています。

あいづっこ宣言表彰は青少年の健全育
成などに貢献した個人や団体をたたえるも
ので、赤井さんは地元の鶴城地区青少年
育成推進協議会の推薦で受賞しました。5
月27日に市内で表彰式が行われ、同市民
会議会長の室井照平市長から表彰状を受
けました。赤井さんは「避難を受け入れて
もらい、お世話になった恩返しだと思って
毎日やっています。これからも続けます」
と話していました。

八巻良子さん厚労大臣表彰

元教諭・吉田信雄さん歌集

交通整理の赤井さん
会津若松市から表彰

表
彰
状
を
手
に
す
る
赤
井
さ
ん

表彰状を受ける八巻さん（右）

歌集を発刊した
吉田さん
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チャリティーよさこいwith会津児童園が
５月18日、会津若松市文化センターで開
催されました。

よさこい飯能乱舞代表の北島環さんは
「先の見えない日々の中で、今を暗く生き
てもらいたくない、児童園のこどもたちが
本当にあかるく楽しそうに踊ることによっ
て町民の方々への何にも勝るエールになる
のでは」と企画、埼玉県飯能市より67名
と会津児童園の子どもたちで７曲の歌と
踊りを披露しました。

会場は、配られた鳴子を一緒に鳴らし楽
しむ皆さんの笑顔で満たされていました。

 目　的 
この時期には、夏季特有の暑さや行楽等による疲
労、開放感による無謀運転などが増加することに伴
い、交通事故の多発が予想されます。
本運動は、このような情勢を踏まえ、県民一人一人

が交通安全意識を高め、交通ルールの厳守・交通マ
ナーの実践を習慣づけることにより、県民総ぐるみで
交通事故防止を図ることを目的として実施されます。

 期　間 	 平成26年７月16日㈬から
平成26年７月25日㈮までの10日間

 運動スローガン 

「 無事帰る　ベルトに託す　その思い 」
 運動の基本 
　子どもと高齢者の交通事故防止

 重点 
全ての座席でのシートベルトとチャイルドシートの
正しい着用の徹底
飲酒運転や速度超過など悪質・危険な運転の根絶

 主　唱 	 	 福島県・福島県交通対策協議会

子どもたちの仲間づくりを目的としたフレ
ンドリー教室が５月24日、開講しました。来
年３月まで、大熊町の児童生徒が野外活動やも
のづくりなどに挑戦します。

初回は会津若松市の町役場会津若松出張所
で開講式を行い、自己紹介や活動の決まり事を
話し合った後、活動で使う名札づくりに取り組
みました。会津名産の柿の木を材料に、シール
を張ったり色を塗ったりして、それぞれオリジ
ナルの名札を完成させました。

町民のひろば

にぎやかに繰り広げられたステージ

若松でチャリティーよさこいwith会津児童園

フレンドリー教室が開講

フレンドリー教室に
参加している子ども
たち

夏の交通事故防止県民総ぐるみ運動

タブレット端末で動画を見ることができます。
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東日本大震災と、それに伴う東京電力福島第
一原子力発電所の事故により、大熊町は全町避
難を余儀なくされ、私たちは今も、全国各地に
分散して不自由な生活を強いられています。

長期化している避難生活、先行き不透明な状
況の中で、ふるさと「おおくま」に対してどの
ような想いを抱いているのか、直接避難先へ訪
問してインタビュー取材を行い、本紙に掲載さ
せていただいています。
「KIZUNAおおくまふれあい通信」を通して届

けられた想いを共有し、ふるさと「おおくま」
と皆さまを「絆〜きずな〜」でつないでいくこ
とができれば幸いです。

※株式会社鹿島印刷所（南相馬市）の記者が避
難先を訪問し、インタビュー取材をさせてい
ただいています。

※掲載する文章は、インタビューした内容をも
とに記者が作成しますので、インタビューを
お受けいただいた方が文章を作成する手間は
ございません。

大熊中生の海岸清
掃（Ｈ 19・７・６

）

ミニ野馬追祭（Ｈ 19・７・24）

保育所夏の夜祭り
（Ｈ 19・７・28）

　KIZUNAおおくまふれあい通信では、避難されている皆

さまへ想いを伝えていただける方を募集しています。避

難先での活動や避難生活で感じていることなど、あなた

の想いをこのコーナーでお話しください。大熊町民の方な

らどなたでも結構ですので、ご連絡をお待ちしています。

「KIZUNAおおくまふれあい通信」で、
あなたの想いを伝えてみませんか？

大熊町役場会津若松出張所総務課秘書広聴係

電 話：0120-26-3844　FAX：0242-23-7093

E-mail：somu@town.okuma.fukushima.jp

応
募
先
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おおくま夏まつりin長原
～盆おどりと提灯(ちょうちん)御輿(みこし)～

今年も長原仮設住宅で夏まつりを開催します。
東京都江戸川区の「甲和会」の皆さんの協力により、たくさん

の模擬店が出店され、迫力ある提灯御輿の巡行が行われます。また、
大熊町無形文化財の『熊川稚児鹿舞』の初披露、おなじみの相馬
盆唄による盆おどりも開催します。

皆さんおそろいで一足早い夏まつりをお楽しみください。

 日　時  ７月20日(日)　午後４時～８時
 場　所  一箕町長原地区仮設住宅（会津若松市一箕町松長字下長原200）

 内　容  ○出 　 店：午後４時〜８時
ヨーヨー釣り、輪投げ、的あて、フランク、かき氷、海鮮串焼き、
焼き鳥など多数出店　※内容が変更になる場合があります。

 ○盆 お ど り：午後４時〜６時　仮装大歓迎！景品多数！
一足早いですがおなじみの相馬盆唄での盆お どりです。
踊り手や太鼓の叩き手など、皆さんぜひご参加ください。

 ○熊川稚児鹿舞：午後６時〜６時30分
大熊町指定無形文化財『熊川稚児鹿舞』が復活!!
この夏まつりで初披露されます。
子どもたちによる熊川伝統の鹿舞をぜひご覧ください。

 ○提灯御輿巡行：午後６時30分〜７時30分
「甲和会」による提灯御輿です。一緒に御輿を担ぎ暑さを忘れて盛り上がりましょう。

【お問い合わせ先】大熊町役場会津若松出張所　生活支援課
　フリーダイヤル　0120-26-3844(代表)

河東・松長コース 第１便 第２便

①河東学園仮設住宅　発 15:00 17:00

②河東金道仮設住宅 15:05 17:05

③松長近隣公園仮設住宅 15:35 17:35

④松長５号公園仮設住宅 15:40 17:40

⑤一箕町長原仮設住宅　着 15:45 17:45

河東・松長コース 第１便

①一箕町長原仮設住宅　発 20:15

②松長５号公園仮設住宅 20:20

③松長近隣公園仮設住宅 20:25

④河東金道仮設住宅 20:55

⑤河東学園仮設住宅　着 21:00

緑・亀公園・城北小北コース 第１便 第２便

①緑公園仮設住宅　発 15:00 17:00

②亀公園仮設住宅 15:05 17:05

③城北小北仮設住宅 15:30 17:30

④一箕町長原仮設住宅　着 15:45 17:45

緑・亀公園・城北小北コース 第１便

①一箕町長原仮設住宅　発 20:15

②城北小北仮設住宅 20:30

③亀公園仮設住宅 20:55

④緑公園仮設住宅　着 21:00

東部・第二中・扇町コース 第１便 第２便

①東部公園仮設住宅　発 15:00 17:00

②第二中学校西仮設住宅 15:15 17:15

③扇町１号公園仮設住宅 15:30 17:30

④扇町５号公園仮設住宅 15:35 17:35

⑤一箕町長原仮設住宅　着 15:45 17:45

東部・第二中・扇町コース 第１便

①一箕町長原仮設住宅　発 20:15

②扇町５号公園仮設住宅 20:25

③扇町１号公園仮設住宅 20:30

④第二中学校西仮設住宅 20:45

⑤東部公園仮設住宅　着 21:00

シャトルバス時刻表
行　き 帰　り

●夏まつり会場では、隣接する病院の駐
車場をお借りしています。お車でお越
しの方は誘導員の指示に従ってくださ
い。

●各仮設住宅からシャトルバスが運行し
ます。借上げ住宅の方も、お近くの仮
設住宅よりご利用ください。

※シャトルバス利用の際、各仮設住宅へ
のお車の駐車はできません。

今年は
浪江町井戸川商店の「なみえ焼そば」も

出店！
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お 知 ら せ

　平成26年６月よりカード型になりました被災証明書を対象の町民の皆様へお送りして
おります。
　カード型のものについても従来の紙の被災証明書と同様に、窓口（会津若松出張所・
いわき出張所・中通り連絡事務所）または郵便（送付先は会津若松出張所のみ）により
発行しておりますので、必要な方は下記により請求ください。

なお、被災証明書の交付対象者は平成23年３月11日に発生した東日本大震災における
原子力災害の被災者である方になっております。平成23年３月11日以降にお生まれにな
りましたお子様につきましては交付対象にはなりませんので、ご了承ください。

～請求の方法～
窓　　　　　口

必要なもの

・印鑑

・窓口に来た方の本人確認できるもの（※１）

・委任状（本人及び同一世帯員以外の人が請求する場合。）

郵　便　請　求

必要なもの

・請求書【様式はホームページからダウンロードできます。任意様

式でも可能ですので、下記⑴〜⑶の事項を記入してください。】

⑴　請求者の氏名（転出された方で氏名に変更がある場合は旧氏名

も記載。）

大熊町住所・避難先住所（転出された方は現住所。）

日中連絡がとれる電話番号

⑵　必要な方の氏名・生年月日・避難先住所または現住所

⑶　必要な方それぞれの希望枚数・様式　

　　　　●カード製か従来の紙製か

　　　　●避難先住所または現住所の記載の有無

・請求者の本人確認できるもの（※１のコピー）

・返信用封筒（※２）

・委任状（本人及び同一世帯員以外の人が請求する場合。）

●（※１）官公署が発行した顔写真付きの証明書（運転免許証、住基カードなど）
　　　　　※顔写真がないものについては、２種類以上の証明書が必要です。
　　　　　（例　健康保険証と年金手帳）
●（※２）送付先の住所と氏名を記載し、切手の貼付をお願いします。
　　　　　また、役場に登録されている避難先住所と相違する場合はお送りできません
　　　　　のでご注意ください。

【お問い合せ先】大熊町役場住民課避難者名簿係
☎0120-26-3844（内線542）

被災証明書の交付について

様式｛
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平成26年度
大熊町児童生徒就学援助の申請について

東日本大震災の被災者に対する大熊町児童生徒就学援助の申請についてお知らせいたします。
  現在、就学援助の申請については、原発避難者特例法により原則として避難先の市区町村で申請することが
できます。就学援助を希望される児童生徒の保護者の方は、まず避難先の市区町村の教育委員会または現在
通学している学校へご相談ください。
  避難先の市区町村の就学援助の認定要件（所得、固定資産等）により該当にならなかった方については、避
難元である本町にて認定・支給を行いますので、速やかにその旨本町教育委員会へ申し出てください。（※避
難先の市区町村との重複支給はできません。）後日、個別に申請書等の書類をお送りします。

なお、申請書（第１号様式）、学校長からの給食費の納入証明書、口座振替依頼書については、町のホーム
ページからもダウンロードできますのでご利用ください。

【提出書類】 【提出期限】
○申請書（第１号様式） 平成26年 ７月31日（木）
○学校長からの給食費の納入証明書または給食費及び
　校外活動費の領収書のコピー（写し）

平成26年 ４月分〜 ７月分 平成26年 ７月31日（木）
平成26年 ８月分〜11月分（校外活動費・修学旅行費を含む） 平成26年12月 ８日（月）
平成26年12月分〜平成27年３月分 平成27年 ３月 ９日（月）

○就学援助費の支給却下通知書（避難先の市区町村）の写し　 随　時
　※避難先の市区町村に申請し、審査の結果、支給却下となった場合　　
○口座振替依頼書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 随　時

※すでに書類を提出され登録されている方については、再度書類を提出する必要はありません。ただ
し、現在町に登録されている口座情報を変更される場合には、その旨ご連絡ください。 

平成26年度　支給予定月日
避難先の市区町村の就学援助の認定要件（所得、固定資産等）により該当にならなかった方で、避難元で

ある本町で認定となる場合は、以下のとおり支給する予定です。
　１期（学用品費・新入学児童生徒学用品費・給食費）　  平成26年 ８月28日（木）
　２期（学用品費・給食費・校外活動費等）　　　　　　  平成26年12月25日（木）
　３期（学用品費・給食費）　　　　　　　　　　　　　  平成27年 ３月26日（木）

◎書類の提出が遅れた場合は、支給予定日に支給できませんので、申請書類はお早めに提出してください。

【支給対象】 学用品費（通学用品費含む。小学校または中学校の第２学年以上）、新入学児童生徒学用品
費、校外活動費（遠足含む）、修学旅行費、給食費

　　　　　　　※支給金額については、本町の支給要綱に定めている金額にて支給します。

【提 出 先】 〒965-0873　福島県会津若松市追手町2-41
 大熊町役場会津若松出張所　教育総務課　宛

 申請書等ダウンロード 　就学援助費申請書（含む記入例）、給食費の納入証明書、口座振替依頼書

【お問い合わせ先】大熊町役場会津若松出張所　教育総務課
フリーダイヤル：0120-26-3844（代表）



15 広報おおくま　2014（平成 26 年）7月号

お 知 ら せ

いわき市では、医療や福祉の分野で働く方が不足しています。

資格や経験を有している方がいらっしゃいましたら、

ぜひお力を貸していただけませんか？

避難が続いて大変な日々を送られていると思いますが、力を合わせて

私たちで笑顔あふれる浜通り地域をつくっていきましょう♪

 ♦特に次のような分野で働く方が不足しています♦ 

○医 療 関 係  看護師、准看護師、理学療法士、作業療法士、

 薬剤師、放射線技師、臨床工学士

○児 童 関 係  保育士

○介護・障がい関係  介護福祉士、ホームヘルパー

 ★あなたの力が必要です！★ 

市及び各事業所において、ハローワークを通じ随時募集を行っています。

ご質問、ご相談は次の各窓口までご連絡ください。

○医 療 関 係　いわき市役所 地域医療対策室 ☎0246-22-7510

○児 童 関 係　いわき市役所 子育て支援課 ☎0246-22-7458

○介 護 関 係　いわき市特別養護老人ホーム連絡協議会

 （特別養護老人ホーム　パライソごしき） ☎0246-58-1888

    特定非営利活動法人　福島県認知症グループホーム協議会　いわき地区

 （グループホーム　トモ・ハウス） ☎0246-55-7100

○障がい関係　いわき市社会福祉協議会 生活支援課 ☎0246-23-3320

【お問い合わせ先】
〒970-8686 福島県いわき市平字梅本21
いわき市役所　行政経営部　行政経営課　復興支援室
☎0246-22-1196　／　ＦＡＸ：0246-22-1281

医療、福祉の分野で働く方の募集について

みんなの力で笑顔あふれる毎日を…
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【郵送での届け出の場合のみ③と④も必要です】
③「大熊町国保加入・脱退手続き申請書」または㋐避難先住所、㋑大熊町住所、㋒国保に加入する人全員

の氏名・生年月日、㋓連絡先（携帯等）、㋔国民年金保険料免除申請希望の有無と申請する人数を記載し
たメモ用紙（対象者20歳から60歳未満の方）

④返信用封筒（定形サイズ）に避難先住所、送り先の宛名を記入したもの
　※返信用封筒に切手は不要です。

 《国保脱退届け出と必要書類》 
国民健康保険に加入している方が、社会保険等に加入した場合には国保脱退の手続きが必要となります。
①加入した社会保険等の保険証（加入した人全員分、コピーでも可）。もしくは社会保険等資格取得証明書

の写し
②印鑑（認め印）【郵送の場合は除く】
③今まで使用していた国民健康保険の保険証・免除証明書等※社会保険等に加入した人全員分

【郵送での届け出の場合のみ④も必要です】
④「大熊町国保加入・脱退手続き申請書」または㋐避難先住所、㋑大熊町住所、㋒社保に加入する人全員

の氏名・生年月日、㋓連絡先（携帯等）を記載したメモ用紙

※「社会保険等資格喪失証明書」（任意様式）と「大熊町国保加入・脱退手続き申請書」はホームペー
ジからダウンロードできますのでご利用下さい。

※社会保険等の保険証もしくは資格取得証明書ができましたら、速やかに国民健康保険脱退の手続きを済ま
せて下さい。社会保険等の資格があるにもかかわらず、勤務先での「保険証」の交付が遅れたために、「国
民健康保険証」で受診してしまった場合や、遡って国民健康保険の資格を喪失した場合などは、「給付費の
返還」というかたちで大熊町が病院等へ支払った医療給付費分を返還していただく場合があります。（大熊
町に返還した分が、新たに加入した健康保険から申請により返還されますので、最終的な負担は変わりま
せんが、保険分を一時的に支払う必要や、申請の手続きをしなければならないなど、経済的・時間的負担
になると思われます。ただし、一部負担金の返還については加入先の保険によります。）他の健康保険に加
入した際は、速やかに脱退の手続きをし、大熊町の国民健康保険証は使わないようにしてください。また、
脱退の届出をしたあと、必ず受診している医療機関・薬局に新しい保険証を提示してください(医療費の誤
請求を防ぐため必要です）。

【20歳から60歳までの国民年金に加入されている方へのご案内
－平成26年度の原子力災害に伴う国民年金保険料特例免除申請について－】

東京電力福島第一原子力発電所の事故に伴い、大熊町に平成23年３月11日時点で住所を有していた国民年
金第１号被保険者からなされた国民年金保険料の免除申請は、保険料が全額免除になります。平成27年６月
分までの保険料が対象（学生納付特例の場合は平成27年３月分まで対象）となります。平成26年度分の免除
申請につきましては、平成26年７月より受付いたします。申請を希望される方は、役場各出張所および連絡
事務所の窓口（会津若松出張所は住民課）もしくは郵送、またはお近くの年金事務所にて申請手続きを行っ
てください。

【お問合せ先】大熊町役場　住民課国保年金係　　☎0120-26-3844（内線：540、541）

住民課国保　　年金係から
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お 知 ら せ

～国民健康保険高齢受給者証の交付について～
国民健康保険高齢受給者証（70歳から74歳の方）が平成26年８月１日に更新されますので、役場に登録さ

れている避難先の住所へ７月22日（火）に郵送を予定しています。有効期限の切れた証は、役場住民課まで
お持ちいただくか、ご自身で細かく切って破棄してください。

～後期高齢者医療保険証の交付について～
現在ご使用いただいている平成25年度の保険証は、有効期限が平成26年７月31日までとなっています。こ

のことに伴い、８月１日からご使用いただく平成26年度の保険証は、７月22日(火)に簡易書留での郵送を予
定しております。

郵送先は役場に登録されている避難先の住所となりますので、お手元に届くまで今しばらくお待ちくださ
い。万一、保険証が７月29日(火)まで届かない場合は役場住民課国保年金係までお問い合わせください。
※現在ご使用いただいている一部負担金等免除証明書（水色の用紙）は、平成27年2月28日までの有効期
限となっております。継続してご使用ください。

【入院時食事療養費等の負担減額認定】
現在入院中や、これから入院する予定がある方で、住民税非課税世帯の方は『限度額適用・標準負担額減

額認定証』を提示することで、入院時食事療養費および入院時生活療養費の標準負担額の自己負担額が減額
となります。認定証の交付を希望される方は、役場会津若松出張所住民課国保年金係までご連絡ください。

減額認定は、申請いただいた月の初日までしか遡ることが出来ませんので、お早めに申請してください。
また毎年８月は認定証の更新月となりますので更新を希望されるかたは申請もれのないようご注意下さい。

また、社会保険等その他の医療保険に加入されている方については、加入している保険から標準負担額減
額認定証の交付を受けられる場合がありますので、加入している医療保険の保険者にお問い合わせ下さい。

【標準負担額減額認定証の有効期限：平成26年度分】
　発 効 日：平成26年８月１日から平成27年７月31日までのうち、申請のあった月の１日
　有効期限：平成27年７月31日

【大熊町国民健康保険の加入・脱退手続きについて】
～届け出は14日以内におこないましょう！～           

職場の健康保険等をやめたとき、または職場の健康保険等に加入したときは国民健康保険・年金の手続き
が必要です。

届け出は会津若松出張所の窓口または郵送にて受付しています。郵送で届け出される場合は必要書類をそ
ろえて住民課国保年金係宛に送って下さい。

必要書類等は下記のとおりとなりますので届け出忘れのないようご注意下さい。
 《国保加入届け出と必要書類》 

職場の健康保険（本人・扶養）、後期高齢者医療保険制度で医療を受けている人や生活保護を受けている人
を除いて、全ての人が国保に加入します。

①「社会保険等資格喪失証明書」または、退職証明書・離職票など。退職年月日または資格喪失年月日（退
職日の翌日）が記載されていて、事業所の所在地･名称･代表者名･事業所印のあるもの。

②印鑑（認め印）【郵送の場合は除く】

住民課国保　　年金係から
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I N F O M A T I O N

1
試
験
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

試
験
職
種　

一
般
事
務

採
用
予
定
人
員　

若
干
名

2
受
験
資
格

平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
者
で
高
校
を
卒
業
又
は
卒

業
見
込
み
の
者
。

た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
者
は
受
験
で
き
ま

せ
ん
。

⑴
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

⑵
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人

（
準
禁
治
産
者
を
含
む
）

⑶
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は

そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な

く
な
る
ま
で
の
者

⑷
大
熊
町
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職

の
処
分
を
受
け
、
当
該
処
分
の

日
か
ら
２
年
を
経
過
し
な
い
者

⑸
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に

お
い
て
、
日
本
国
憲
法
又
は
そ

の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力

で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る

政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、

試
　
験

平
成
27
年
度
大
熊
町

職
員
（
高
校
卒
程
度
）

採
用
候
補
者
試
験
要
領

又
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

3
試
験
の
方
法

高
校
卒
程
度
で
次
に
よ
り
行
い

ま
す
。

⑴
第
１
次
試
験

①
教
養
試
験

職
員
と
し
て
必
要
な
一
般
知
識

及
び
知
能
に
つ
い
て
、
択
一
式
に

よ
る
筆
記
試
験
を
行
い
ま
す
。

②
職
場
適
応
性
検
査

公
務
の
職
業
生
活
へ
の
適
応
性

に
つ
い
て
、
検
査
を
行
い
ま
す
。

⑵
第
２
次
試
験

第
１
次
試
験
合
格
者
に
対
し

て
、
主
と
し
て
人
物
及
び
一
般
常

識
に
つ
い
て
個
別
面
接
に
よ
る
試

験
及
び
小
論
文
試
験
を
行
い
ま

す
。

4
資
格
調
査

　

第
１
次
試
験
合
格
者
に
つ
い

て
、受
験
資
格
が
あ
る
か
ど
う
か
、

試
験
申
込
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
正
し
い
か
ど
う
か
に
つ
い

て
調
査
し
ま
す
。

5
試
験
の
期
日
、
場
所
及
び
発
表

●
第
1
次
試
験

◆
期
日　

平
成
26
年
9
月
21
日
㈰

◆
時
間　

受　

付　

９
時
～
９
時
30
分

教
養
試
験
　
10
時
～
12
時

職
場
適
応
性
検
査

13
時
～
13
時
20
分

◆
試
験
場　

杉
妻
会
館

（
福
島
市
杉
妻
町
３

−
45
）

◆
発
表　

平
成
26
年
10
月
中
旬
ま

で
に
大
熊
町
役
場
内
の
掲
示
場

に
合
格
者
（
受
験
番
号
）
を
掲

示
す
る
ほ
か
、
合
格
者
に
通
知

し
ま
す
。

●
第
2
次
試
験

第
1
次
試
験
の
合
格
通
知
の

際
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

6
合
格
者
の
採
用

⑴
合
格
者
は
採
用
候
補
者
名
簿
に

登
載
さ
れ
、
成
績
順
に
町
長
が

採
用
す
る
者
を
決
定
し
ま
す
。

こ
の
採
用
候
補
者
名
簿
の
有
効

期
間
は
原
則
と
し
て
１
年
間
で

す
。

⑵
初
任
給
は
、
本
町
の
給
料
表
に

よ
る
が
、
こ
の
他
扶
養
手
当
、

住
居
手
当
、
通
勤
手
当
、
超
過

勤
務
手
当
、
期
末
手
・
勤
勉
手

当
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
給

要
件
に
応
じ
て
支
給
さ
れ
ま

す
。

7
受
験
手
続
き
及
び
受
付
期
間

⑴
申
込
用
紙
の
請
求

申
込
用
紙
は
、
大
熊
町
役
場
総

務
課
に
お
い
て
交
付
を
受
け
る

か
、
大
熊
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
に
よ
り
受
験
申
込
用
紙
等

を
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表

に
赤
で
「
高
校
卒
程
度
職
員
試
験

申
込
用
紙
請
求
」
と
書
い
て
、
１

２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
自
分
宛
の

返
信
用
封
筒
（
角
型
２
号
）
を
必

ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

⑵
申
込
の
方
法

①
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
大
熊
町
役
場
会
津
若
松

出
張
所
総
務
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
書
を
郵
送
す
る
場
合
は

82
円
切
手
を
貼
っ
た
自
分
宛
の

封
筒
を
同
封
し
、
そ
の
表
に
赤

で
「
高
校
卒
程
度
試
験
申
込
」

と
書
い
て
、
必
ず
簡
易
書
留
に

て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

②
受
験
票
を
受
領
し
た
と
き
は
、

最
近
６
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た

本
人
の
写
真
（
上
半
身
、脱
帽
、

正
面
向
き
、
縦
６
㎝
×
横
４
．

５
㎝
）
１
枚
を
写
真
欄
に
は
っ

て
受
験
当
日
に
必
ず
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。（
受
験
票
が
な
い

場
合
、
ま
た
は
受
験
票
に
写
真

が
貼
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
受

験
で
き
ま
せ
ん
。）

⑶
受
付
期
間

平
成
26
年
７
月
16
日
㈬
か
ら
同

８
月
15
日
㈮
ま
で
（
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分
の
執
務
時
間

中
に
限
り
ま
す
。）

郵
便
に
よ
る
申
込
書
提
出
の
場

合
は
、
８
月
13
日
㈬
ま
で
の
消
印

の
あ
る
も
の
に
限
り
受
付
け
ま
す
。

8
そ
の
他

⑴
受
験
の
際
は
、「
Ｈ
Ｂ
」
の
鉛

筆
と
消
し
ゴ
ム
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
れ
以
外
の
筆
記
用

具
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

⑵
試
験
当
日
の
試
験
会
場
へ
の
自

家
用
車
の
乗
り
入
れ
を
禁
止
し

ま
す
。
ま
た
、
家
族
に
よ
る
送

迎
も
会
場
周
辺
の
渋
滞
に
よ
り

遅
刻
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
の

で
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

⑶
こ
の
試
験
に
関
し
不
明
な
点

は
、
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出

張
所
総
務
課
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。
郵
便
で
問
い
合
わ

せ
る
場
合
は
、
82
円
切
手
を

貼
っ
た
自
分
宛
の
返
信
用
封
筒

を
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

総
務
課

福
島
県
会
津
若
松
市
追
手
町
２

−

41

　

☎
０
１
２
０

−

２
６

−

３
８
４
４

お
問
い
合
わ
せ
先
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だ
さ
い
。

大
熊
町
役
場　

復
興
事
業
課

☎
０
１
２
０

−

２
６

−

５
６
７
１

（
代
表
）

FAX 

０
２
４
６

−

３
６

−
５
６
７
２

（
代
表
）

　

最
近
、
道
路
に
隣
接
し
て
い
る

私
有
地
（
山
林
・
宅
地
）
か
ら
樹

木
な
ど
の
繁
茂
が
多
く
見
ら
れ
、

一
時
帰
宅
の
際
、
道
路
の
見
通
し

が
悪
く
、
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

事
故
防
止
の
観
点
か
ら
、
早
急

に
剪
定
・
伐
採
が
必
要
な
た
め
、

所
有
者
へ
の
連
絡
は
ご
遠
慮
さ
せ

　

福
島
県
で
は
、
空
き
家
・
ふ
る

お
願
い

支
　
援

支
障
木
の

伐
採
に
つ
い
て

福
島
県
空
き
家
・
ふ
る

さ
と
復
興
支
援
事
業

の
お
知
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

◆
実
施
内
容　

1
．
対
象
は
、
道
路
（
公
道
）
沿

い
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

2
．
剪
定
・
伐
採
し
た
樹
木
に
つ

い
て
は
、
原
則
、
現
場
で
の
処

理
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

3
．
所
有
者
と
し
て
、
剪
定
・
伐

採
さ
れ
た
く
な
い
樹
木
、
ま
た

は
一
時
帰
宅
の
際
、
交
通
の
支

障
と
な
る
樹
木
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く

お
問
い
合
わ
せ
先

さ
と
復
興
支
援
事
業
と
し
て
、
震

災
被
災
者
や
県
外
か
ら
の
移
住
者

が
空
き
家
を
購
入
又
は
賃
借
し
て

改
修
等
を
行
う
場
合
に
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

1
補
助
対
象
者

以
下
の
方
が
、
3
か
月
以
上
使

用
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家
を
購
入

又
は
賃
借
し
て
1
年
以
上
定
住
す

る
場
合
。

⑴
東
日
本
大
震
災
で
半
壊
以
上
の

被
害
を
受
け
て
住
居
を
失
っ
た
方

⑵
原
子
力
災
害
に
よ
っ
て
避
難
し

て
い
る
方

⑶
福
島
県
外
か
ら
県
内
に
移
住
さ

れ
る
方

2
補
助
額
等

◆
空
き
家
の
改
修

　

工
事
費
の
2
分
の
1
※
最
大
１

５
０
万
円
（
耐
震
改
修
補
助
等
と

併
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
）

◆
空
き
家
改
修
の
た
め
の
清
掃

　

最
大
40
万
円
（
改
修
前
に
必
要

と
な
る
清
掃
等
に
限
り
ま
す
。
）

3
募
集
期
間

平
成
26
年
4
月
21
日
か
ら
平
成

27
年
2
月
20
日
ま
で

改
修
等
は
、
補
助
金
の
交
付
決

定
日
後
に
着
手
し
て
、
平
成
27
年

3
月
31
日
ま
で
に
事
業
を
完
了
し
、

完
了
実
績
報
告
を
行
う
こ
と
が
条

訂　

正
広
報
お
お
く
ま
６
月
15
日
号

に
掲
載
し
ま
し
た
「
大
熊
町
高

齢
者
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
の

内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
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所在地 団地名 整備戸数
（入居町）

住宅の種類
間取り

戸数
内訳

申込
世帯数 倍率

会津
若松市

古川町 １号棟20戸
（４町共通）

優先２ＬＤＫ ５戸 7 1.4
一般３ＬＤＫ 15 戸 11 0.7

年貢町

１号棟42戸
（大熊町単独）

優先２ＬＤＫ ９戸 12 1.3
一般３ＬＤＫ 33 戸 33 1.0 

２号棟４戸
（大熊町単独）

優先３ＬＤＫ １戸 5 5.0 
一般２ＬＤＫ ３戸 2 0.7

３号棟４戸
（大熊町単独）

優先３ＬＤＫ １戸 1 1.0 
一般２ＬＤＫ ３戸 3 1.0 

郡山市
柴　宮 57号棟30戸

（４町共通）
優先２ＬＤＫ ６戸 15 2.5
一般３ＬＤＫ ２４戸 60 2.5

東　原 １号棟50戸
（大熊町単独）

優先２ＬＤＫ １０戸 5 0.5
一般３ＬＤＫ 40 戸 34 0.9

いわき
市

湯長谷 24号棟50戸
（４町共通）

優先２ＬＤＫ １０戸 47 4.7
一般３ＬＤＫ 40 戸 192 4.8

下神白 ３号棟35戸
（大熊町単独）

優先２ＬＤＫ ３戸 11 3.7
一般２ＬＤＫ １２戸 26 2.2
優先３ＬＤＫ ４戸 20 5.0 
一般３ＬＤＫ １６戸 37 2.3

今回の募集で申込数が募集戸数に満たなかった団地
については、再募集を行います。詳細については、６
月15日号広報に同封の「福島県復興公営住宅第１期募
集の再募集のお知らせ」または、町ホームページ等で
ご確認ください。

【お問い合わせ先】福島県復興公営住宅入居支援センター
　☎024−522−3320

第１期復興公営住宅募集結果について

件
で
す
。
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ふら～っとルームは立ち寄って下さる皆様が、自由に過ごして頂けるお部屋です。
お友達とでも、お一人でも、老若男女だれでもOKです♪
コーヒーやハーブティーをご用意してお待ちしています！

開設のお知らせ
「ふら～っとルーム」

毎週月曜日（祝日はお休みです）

13：30～ 15：30

ゆっくりすっぺ

日 時

時 間
場 所

ふくしま心のケアセンター　会津方部センター
TEL.0242-28-6252

(心のケアセンターは看護師・社会福祉士などの専門員で構成されています )
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　保健だより

福島県内の各保健福祉事務所（保健所）では、年間を通じて精神科医による
「心の健康相談」を実施しています。相談は無料で、秘密は厳守されます。

心 健康相談のお知らせの

主　　催 実施日時 場　　所 お申し込み先
福島県精神保健福祉
センター

7月24日（木）
午後1時～4時

福島県精神保健福祉
センター

予約制（7/21まで）
☎024－535－3556

会津保健福祉事務所 7月28日（月）
午後1時15分～3時30分

会津保健福祉事務所
（会津保健所）

予約制
☎0242－29－5275

南会津保健福祉事務所 7月29日（火）
午後1時30分～3時30分

南会津保健福祉事務所
（南会津保健所）

予約制
☎0241－63－0305

県中保健福祉事務所 7月22日（火）
午後1時30分～

福島県県中保健福祉
事務所（県中保健所）

予約制
☎0248－75－7811

相双保健福祉事務所 7月25日（金）
午後2時～4時 新地町保健センター 予約制

☎0244－26－1132

※相双保健福祉事務所　いわき出張所（0246-24-6118）では随時保健師などが相談に応じています。
※県外でも同様の相談会を行っていますので、最寄りの保健所にお問い合わせください。



【お申し込み・お問い合わせ先】大熊町役場いわき出張所　保健師／看護師
☎0120-26-5671

転倒
予防教室

７月25日（金）　午前10時～12時
常磐ガス　
ガスワンキッチンスタジオ「ステラ」
（常磐湯本町日渡74－7
駐車場有り）
小学生とその保護者　10組
アトリエnobuya（横田菓子店）
パティシエ　
１組500円
エプロン、三角巾
7月1日より（定員になり次第終了）

各種教室をご紹介します

日　時
会　場

対　象
講　師

申込み
持ち物
参加費

７月３日、10日、17日、24日　
午前10時～11時30分

いわき市企業交流会館
（泉町･･･日産いわき工場向かい　
駐車場あり）

興味ある方ならどなたでも
＊１回のみの参加でも可能

体操、フットケアなど

電話でお申し込み下さい

日　時

会　場

対　象

内　容

申込み

こころの元気を
育てる講座

親子で
お菓子づくり

７月９日（水）、22日（火）

午前９時30分～12時

いわき出張所　2階

未就学児とその親
（祖父母も大歓迎）

自由遊び、絵本の読み聞かせ　
など

不要

日にち

時　間

場　所

対　象

申込み

内　容

７月８日（火）
午前10時15分開始

いわき出張所　2階

味の素専門スタッフ

７月４日までに

＊女性の方でも参加可能です。

日　時

会　場

講　師

申込み

子育て
ひろば

男の
料理教室
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５月16、17の両日、会津若松市の芦
ノ牧グランドホテルで大川原２区４班の
第２回懇親会を開きました。避難先の栃
木、群馬、山形、いわき、会津などから
皆さん元気に集まりました。宴会を楽し
み、夜遅くまで語らい、楽しい会でした。
来年の幹事を決め、再会を約束して散会
しました。

４月12日、いわき市のオーシャンホテルで親睦会
を開きました。東日本大震災後、３年ぶりにそれぞれ
の避難先から集合し、楽しいひとときを過ごしました。
大和久に住んでいたころは毎年新年会を開き、夫婦
そろって参加するなど住民の仲が良く住みやすい地区
でした。
避難中に亡くなられたり、病に倒れたりするなどし
て参加できない方もおりましたが、またみんなで会お
う、頑張ろうと誓い、大変盛り上がって散会しました。

避難生活も３年が過ぎました。それぞれご苦
労も多いと思いますが、お互いに元気をもらう
ため、下野上１区女性部の総会を開催すること
にしました。なるべく多くのご参加をお願いし
たいと思います。

【お問い合わせ先】高野　090-5591-8120
吉田　090-8928-3755
武内　090-7321-3318
但野　090-5189-0933

大熊中学校昭和51年度卒業生の同級会を開
催します。昭和36年４月～昭和37年３月生ま
れの方が対象となります。震災から３年、皆さ
まの無事も確かめたいと思いますので、ご参加
ください。

【お問い合わせ先】幹事代表　先﨑まき子
☎080-1847-3658

大川原２区４班の懇親会を開きました

西大和久１４班の親睦会を開きました

下野上１区女性部総会のお知らせ 大熊中学校同級会のお知らせ

町民掲示板

◆日　時　平成26年９月26日（金）
午後３時

◆会　場　かんぽの宿いわき
いわき市平藤間字柴崎60
☎0246-39-2670

◆参加費　１泊12,000円（予定）
◆締　切　７月31日

◆開催日　平成26年７月20日（日）
◆会　場　磐梯熱海温泉　清稜山倶楽部
　　　　　福島県郡山市熱海町熱海5-18
　　　　　☎024-984-2811
◆参加費　１泊２食　20,000円
　　　　　日帰り　　12,500円



町民掲示板
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会津若松市ソフトボール協会が主催する第
33回会津若松市ソフトボール選手権大会のパ
ンフレットに、大熊町ソフトボール愛好会が試
合をしている写真が掲載されています。同愛好
会は市ソフトボール協会に所属し、写真は昨年
の大会で市内のチームと対戦した時のもので
す。パンフレットの表紙を飾り、メンバーは喜

んでいます。
大会は５月下
旬から７月中
旬まで開かれ、
同愛好会は一
般男子の部に
出場していま
す。

パンフレットの表紙に
写真が掲載されました○人口及び世帯数

人口数 世帯数

平成23年３月11日時点 11,505 4,235

平成26年５月31日現在 10,886 3,960

増　　減 △ 619 △ 275

●避難先の状況 　（平成26年６月１日現在）
■福島県内の主な避難先地域
いわき地域4,130人、会津地域2,215人、
県中地域1,111人

■福島県外の主な避難先都道府県
埼玉県403人、茨城県388人、
東京都319人

おくやみ申し上げます
死亡者名 年 齢 住　所

吉　田　妙　子 87 歳 清 水

池　田　　　中 88 歳 大 野

小　林　サ　ツ 89 歳 南 台

2014年（平成26年）５月

埼玉県へ避難している皆さんへ

ひまわり
サロン
◆日　時　
　７月17日（木）10：00～
　・おしゃべりサロン
　・お楽しみサロン
　　観葉植物で楽しみましょう

◆場　所　
　川口市立やすらぎ会館
　（川口市南鳩ヶ谷6－8－16）

◆日　時　平成26年７月26日(土)
9：00～12：00�

◆場　所　社団法人茨城県産業会館
(水戸市桜川2－2－35)

◆駐車場　産業会館の駐車場をご利用ください
◆内　容　懇談会および懇親会

５月は茨城の皆さん
に感謝を込めてJR
水戸駅で清掃活動を
実施しました

【お問い合わせ】　
ひまわりの会　☎080-5431-0123（島田）

大熊町避難者コミュニティ
「積小為大の会」のご案内
７月の定例会は次の通り開催します。

【お問い合わせ】　
野田朋弘（日立市）☎090-8423-5608
Email：tomohiro-n@higashi-t.com

茨城県に避難の大熊町のみなさんへ

輪になろう！
ふみ出そう！

大熊町の避難状況



あらかると
à la carte

この印刷物は、環境にやさしい
「大豆油」インキを使用しています。
この印刷物は、環境にやさしい
「大豆油」インキを使用しています。

大熊町保健センターは昨年度実施した「こころの
健康に関するアンケート」を参考に「こころの元気
を育てる講座」を企画し、住民の方が講師を務める
楽しい講座を各地域で繰り広げています。
初回は５月30日、大熊町役場会津若松出張所の中
庭でフラワーショップはなさくの蜂須賀禮子先生を
お招きして「夏の花の寄せ植え」講座を開催しました。
参加した皆さんは震災前から園芸などに親しんで
いた方が多く、土に触れて生き生きとした気持ちに
なったようでした。避難先の住まいが互いに近くだと知る人も多く、新たな交流のきっかけに
なっていました。
第２回はいわき市で「親子でお菓子づくり」を予定しています。詳しくは「保健だより」の
の「各種教室をご紹介します」をご覧ください。

こころの元気を育てる講座で「夏の花の寄せ植え」

　県の森林環境交付金を活用した森林学習が
５月23日、五色沼周辺で行われ、大野・熊町小
の４年生合わせて24人が自然に親しみました。
森林の役割などを専門ガイドに案内してもら
い、体験学習することを目的に開催されました。
児童は裏磐梯ビジターセンターで展示物を見学
したほか、保管されていた季節外れの雪に触れ
るなどして磐梯朝日国立公園の自然に理解を深
めました。

また、もくもく自然塾のガイドさんの案内で五色沼
自然探勝路を散策しました。桧原湖まで約１時間30分
の道のりは、時折小雨が降る天候でしたが、最後まで
元気に歩きました。
児童は森林学習を通じ、自然の仕組みや大切さを学
んでいました。

大野・熊町小児童が
森林学習に参加しました

▲寄せ植えに取り組む参加者

▲森林学習に参加した児童

▲探勝路でガイドの説明を聞く児童

大野小、熊町小児童待望のプール学習が６月10日、会津若松市河東町の市コミュニティプールで始まりました。
初日は１、２年生と３、４年生が授業を行いました。児童は、はしゃぐ気持ちを抑えて先生の指導に耳を傾けてい
ましたが、水の中は気持ちよさそうでした。プール学習は夏休み前まで続きます。

表紙の写真


